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施井 泰平

スタートバーン株式会社 CEO
株式会社アートビート CEO
東京大学生産技術研究所リサーチフェロー



自己紹介

2001年 多摩美術大学油絵科卒業

2001年～ 美術家

2007-12年 東京芸術大学非常勤講師

2014年　スタートバーン株式会社設立

2016年～ 東京大学大学院学際情報学府修了

2020年　株式会社アートビート代表取締役就任

2022年　経済産業省「アートと経済社会を考える研究会」委員

2022年　東京大学生産技術研究所リサーチフェロー就任

2022年　東方文化支援財団　理事就任

施井 泰平
美術家

東京大学生産技術研究所豊田研究室  リサーチフェロー

スタートバーン株式会社  CEO
株式会社アートビート  CEO
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スタートバーンでやっていること
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文化庁DX (文化庁)

Startrail TAG (NFCタグ)

スタートバーンとは

Tokyo Art Beatムーンアートナイト下北沢

ブロックチェーン技術を活用して文化・芸術のインフラを提供

SIZELESS TWIN (経産省) 



アートとは何か？
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数百年前にエンタメだっ
たもの

現在は美術品とし
て扱われている。

未来社会で美術品
として扱われる？

スタートバーンとは

現代アート
現代工芸

マンガ
アニメ
ゲーム
サブカルチャー

ファッション
建築

先端テクノロジー
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SHUEISHA MANGA ART HERITAGE (https://mangaart.jp/)

スタートバーンとは



インタビュー内容から
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「時代を隔てる普遍的なものがアート」

共時的コンテンツ 通時的コンテンツ

現在

現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
未

来

アートは現在の人気だけでは測れないので未来に投資する株券的な側面がある。
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人気NFTの射幸性とその先の展開

射幸性があることでコミュニティが生まれ、イノベーションを支える環境が整うケースが出てきている。一番

はじめの「きっかけ」を閉じてしまうと全てに参加できなくなってしまう。

レアNFTが当た
るかも？

当たって１億円
分の暗号資産

射幸心を煽りすぎる懸念

世界的な認知 賛同者がイノベーションの
サポーターに
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「プライベートチェーン v.s. パブリックチェーン」

パブリックチェーンは「超民主主義」なので大変で面倒くさく、環境問題も指摘されている。

一方で人類にとっての課題を解決していく希望がある。



14

「競争領域 v.s. 非競争領域（協調領域）」

世の中の多くは市場の切磋琢磨を経て更新していく。しかし、中には非競争領域で扱うべきものがある。そ

のようなものごととブロックチェーンは相性が良い。

競争領域 非競争領域
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「越境マインドを身につけるには何が重要か」

越境マインドの前提にはテリトリーへの帰属意識がある。しかしテリトリーは未来社会にあるとは限らない。

ビリヤードでも壁があると打つべき方向を見定めるのが難しくなる。ではどうするか？
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施井 泰平

スタートバーン株式会社 CEO
株式会社アートビート CEO
東京大学生産技術研究所リサーチフェロー

ご清聴ありがとうございました




